第２部会（生活環境）第８回部会概要
日　時　　平成１９年８月２７日（月）午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　登別市役所　第２委員会室
出席者　　大山口光男、大平定子、大山博基、古原久子、近藤功、塩沼和雄
説明員　　大山市民生活部次長、萩野市民サービスグループ総括主幹

事務局　　宮崎企画主幹、千葉企画主査

議　題　　１．外部評価について
　　　　
１．類似団体の設立経緯について
　　登別市暴力追放運動推進団体連絡協議会と室蘭登別防犯協会について設立経緯等について市民サービスグループより説明。暴力追放運動推進団体連絡協議会は暴力団対策のため防犯協会から特化して設立された団体であり、暴力団の問題が解消されない限り無くすことはできない。警察とも話をしたがそれぞれの組織の上部は違う組織であり2つの組織の統合は難しい。また４７都道府県全てが組織は２つに分かれているとの説明があった。
２．主な意見等
○　上部団体は2つであっても、登別市暴力追放運動推進団体連合協議会と室蘭登別防犯協会が１つの組織でも良いのではないか。
　　　～各団体の上層部が１つになる折り合いをしない。（市）
○　２つの組織の下部組織は町内会の代表などで同じメンバーであることが多い。同じような内容の会に２回出席するより１回のほう効率が良いのではないか。

○　上部組織は２つに分かれていても、意見を持っていく相手が２つあるだけで、下部組織は１つでも問題ないと考えるが。

○　上部組織が２つあればその指示系統をしっかりするためにも組織は分かれていたほうが良いということではないか。組織の１本化は難しいと思う。

· 交通安全協会交付金と交通安全推進事業の違いは何か。

　　　～市が交通安全推進事業により交通安全に関する計画を立て、交通安全協会がそれを実施するという関係にある。

· 交通安全協会が直接計画を立てることはできないのか。

　　　　～あくまでも市が計画を立てることとなっている。

○　交通安全協会は事務局が市役所内にあり事務局長が勤務している。その人件費も交通安全協会が払っているのか。

　　　～そのとおりです。
○　市の権限で補助金を減らすことができるのか。

　　　～財政状況により減額することも可能である。

３　外部評価の実施について

　○　経済性の評価を行うためには詳細な事業費の内訳が必要。事務事業評価対象の５本について、平成１８年度予算、平成１８年度決算、平成１９年度予算の資料を要求する。（揃い次第郵送）
· 経済性以外の項目について、それぞれ評価を行い次回持ち寄ることとする。

４　次回日程について

· 平成１９年９月２５日(火)　１８：３０～

· 市役所　２階　第３委員会室

　　　　　
